
寝
屋
川
市
市
営
住
宅
に

つ
い
て
は
、
今
年
３
月
議

会
で
、
第
一
期
建
て
替
え

事
業
と
し
て
、
本
体
価
格

39
億
円
で
、
前
田
組
グ
ル
ー

プ
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て

落
札
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
公
募
に
対
し
て
は
、

１
社
（
グ
ル
ー
プ
）
し
か

応
募
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、

落
札
価
格
が
、
入
札
予
定

価
格
の
99
．
73
％
に
も
な
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
「
適
切
な

価
格
な
の
か
」
と
の
声
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
寝
屋
川
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
の
ほ

と
ん
ど
が
東
部
地
域
で
予

定
さ
れ
て
お
り
、
市
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
の
声
が
市
民
か
ら
届
い

て
い
ま
す
。

視
察
現
場
と
し
て
、

初
に
解
体
後
に
分
譲
住
宅

（
60
戸
）
を
含
む
明
和
住

宅
（
北
）
、
続
い
て
、
市

営
住
宅
98
戸
を
建
て
替
え

る
（
分
譲
住
宅
16
戸
含
む
）

明
和
住
宅
（
南
）
を
視
察

し
、

後
に
、
市
営
住
宅

（
45
戸
）
を
建
て
替
え
る

高
柳
住
宅
を
視
察
し
ま
し

た
。

寝
屋
川
市
営
住
宅
再
編

整
備
第
一
期
建
替
事
業
の

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

い
き
い
き
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
は
、
16
年
８
月
よ
り

解
体
工
事
が
行
わ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
も
う
す
で

に
解
体
工
事
が
さ
れ
て
お

り
、
建
物
は
す
で
に
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
解
体
工

事
の
期
間
は
15
年
４
月
27

日
か
ら
９
月
30
日
に
変
更

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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北
川
市
長

の

公

約

は

「
命
を
守
る
」

で
す
。
具
体

化
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

「
命
を
守
る
」
と
い
う

行
政
の
仕
事
は
際
限
な

く
幅
広
い
内
容
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
平
和
な
社

会
は
前
提
で
す
。
「
平

和
」
は
、
戦
争
だ
け
で

な
く
貧
困
・
差
別
・
い

じ
め
・
暴
力
な
ど
が
な

い
、
日
常
の
安
全
・
安

心
も
意
味
し
ま
す
▼
雇

用
・
労
働
の
ル
ー
ル
か

ら
医
療
・
介
護
・
年
金
・

生
活
保
護
・
就
学
支
援

な
ど
の
社
会
保
障
制
度

の
充
実
ま
で
、
国
や
府

と
連
携
し
な
け
れ
ば
果

た
せ
な
い
課
題
が
ほ
と

ん
ど
で
す
▼
党
市
会
議

員
団
は
、
「
安
全
・
安

心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

の
検
討
を
提
案
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

具
体
化
の
一
つ
に
道
路

交
通
の
安
全
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
街

灯
や
防
犯
灯
の
整
備
で

す
。
ま
た
、
道
路
の
凸

凹
や
え
ぐ
れ
な
ど
、
事

故
に
つ
な
が
る
箇
所
の

改
修
。
横
断
歩
道
や
止

ま
れ
標
示
の
改
修
整
備

は
急
ぐ
課
題
で
す
。
夜

間
は
自
転
車
の
照
明
や

反
射
材
の
取
り
付
け
を

徹
底
す
る
こ
と
。
と
り

わ
け
、
寝
屋
川
市
駅
東

側
の
「
寝
屋
川
市
駅
前
」

交
差
点
の
歩
車
分
離
信

号
化
も
急
ぐ
課
題
で
す
。

朝
と
夕
方
の
大
勢
の
学

生
の
往
来
を
見
て
強
く

感
じ
ま
す
▼
「
命
を
守

る
」
た
め
に
、
市
民
・

地
域
か
ら
の
声
も
大
切

で
す
。
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６月１日（月）～
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日本共産党

市会議員各事務所まで

市
営
住
宅
視
察
へ

市政懇談会
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午後２時～

市民会館 第１３会議室

〈内容〉６月議会について

〈問い合わせ〉

日本共産党市議団 緑のフェンスに囲まれた所はすでに解体

が済んでいる。

後ろの市営住宅は今後解体される。

６
月
４
日
、
日
本
共
産
党
議
員
団
５
人
は
、

寝
屋
川
市
営
住
宅
を
視
察
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
・
訂
正

前
号
の
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
の
昨

年
度
比
較
表
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
分
の
差
額

は
１
０
０
０
０
円
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

い
き
い
き
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
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に
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て

高
柳
住
宅
（
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戸
）

解
体
が
進
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旧
館



6
月
１
日
か
ら
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
が
絡
ん
だ
事
故
が

多
発
し
て
い
る
た
め
で
す
。

３
年
以
内
に
２
回
以
上
、

危
険
な
ル
ー
ル
違
反
を
繰

り
返
す
と
「
自
転
車
運
転

者
講
習
」
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
講
習
時

間
は
３
時
間
、
受
講
手
数

料
は
５
７
０
０
円
で
す
。

受
講
し
な
い
場
合
は
５

万
円
以
下
の
罰
金
と
重
い

で
す
。

へ
の
加
入
も
お
す
す
め
で

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
６
月

２
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

見
に
く
い
と
い
う
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
見
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
活
動
報
告
や
議
会

報
告
が
更
新
さ
れ
た
と
き

は
、
更
新
さ
れ
た
と
こ
ろ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
す
ぐ

に
見
れ
ま
す
。

議
員
紹
介
の
各
議
員
の

場
所
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ブ
ロ
グ
の
ペ
ー
ジ
が

が
あ
り
、
こ
れ
も
す
ぐ
に

見
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
生
活
相
談
地
域
も
掲

載
。
今
後
も
み
な
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
こ

ま
め
に
更
新
し
て
い
き
ま

す
。

国
土
地
理
院
が
毎
年
公

表
し
て
い
る
「
全
国
都
道

府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
」

の
計
測
方
法
が
、
平
成
26

年
度
か
ら
、
よ
り
精
度
の

高
い
「
電
子
国
土
基
本
図
」

の
地
図
デ
ー
タ
を
用
い
る

方
法
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
新
面
積
値
へ
と

変
わ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
今
回
の
変
更
は

計
測
方
法
の
変
更
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
行
政
区
域

界
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

面
積
が
減
る
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
が
減
算
さ
れ

ま
す
が
、
前
回
よ
り
商
業

地
が
増
え
て
、
雑
居
地
が

減
る
の
で
、
地
方
交
付
税

は
、
約
１
万
６
千
円
ほ
ど

増
え
る
見
込
で
す
。
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５
月

後
の
日
曜
日
、

小
学
校
で
、
息
子
の
運

動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
、
雨
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

運
動
会
当
日
は
い
い
天

気
で
暑
か
っ
た
で
す
。

普
段
は
広
く
感
じ
る

グ
ラ
ン
ド
も
、
た
く
さ

ん
の
人
が
集
ま
る
と
、

小
さ
く
感
じ
ま
し
た
。

息
子
が
、
小
学
校
に
入

学
し
て
か
ら
初
め
て
の

運
動
会
。
事
前
に
プ
リ

ン
ト
を
持
ち
帰
り
、
リ

レ
ー
は
何
番
目
、
ダ
ン

ス
は
こ
こ
で
す
る
と
お

知
ら
せ
が
入
っ
て
い
た

の
で
、
ビ
デ
オ
を
撮
る

に
は
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。

４
月
に
入
学
し
て
か

ら
、
わ
ず
か
１
ヶ
月
の

間
で
、
校
歌
を
覚
え
、

学
年
で
踊
る
ダ
ン
ス
も

覚
え
て
と
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
恥
ず

か
し
が
り
な
が
ら
も
、

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
毎
年
の

運
動
会
、
子
ど
も
達
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。
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み
な
さ
ん
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っ
て
い
ま
す
か
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道
路
交
通
法
が
改
正

寝屋川市面積が

０．０３平方キロメートル
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ホームページのトップページ

左
の
表
以
外
に
、
一
時

停
止
、
歩
行
者
専
用
道
路
、

時
間
規
制
な
ど
道
路
標
識

を
見
過
ご
す
と
、〈
赤
き
っ

ぷ
〉
が
切
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

「
自
転
車
も
車
両
」
だ
と

い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。

安
全
確
認
を
し
て
、
車

道
の
左
側
通
行
を
徹
底
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
万

一
に
備
え
、
自
転
車
保
険

対象となる危険行為

　信号無視

　一時不停止

　酒酔い運転

　通行禁止道路（場所）の通行

　歩行者用道路での歩行者妨害

　歩道通行や車道の右側通行等

　路側帯・歩道での歩行者の通行妨害

　　　　　　　　上記などが安全運転義務違反

地域面積値の変更

変更前

24.73平方キロメートル

↓

変更後

24.70平方キロメートル

6
月
１
日
か
ら
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

自
転
車
が
絡
ん
だ
事
故
が

多
発
し
て
い
る
た
め
で
す
。

３
年
以
内
に
２
回
以
上
、

危
険
な
ル
ー
ル
違
反
を
繰

り
返
す
と
「
自
転
車
運
転

者
講
習
」
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
講
習
時

間
は
３
時
間
、
受
講
手
数

料
は
５
７
０
０
円
で
す
。

受
講
し
な
い
場
合
は
５

万
円
以
下
の
罰
金
と
重
い

で
す
。

へ
の
加
入
も
お
す
す
め
で

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
６
月

２
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

見
に
く
い
と
い
う
、
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
見
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
活
動
報
告
や
議
会

報
告
が
更
新
さ
れ
た
と
き

は
、
更
新
さ
れ
た
と
こ
ろ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
す
ぐ

に
見
れ
ま
す
。

議
員
紹
介
の
各
議
員
の

場
所
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
ブ
ロ
グ
の
ペ
ー
ジ
が

が
あ
り
、
こ
れ
も
す
ぐ
に

見
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
生
活
相
談
地
域
も
掲

載
。
今
後
も
み
な
さ
ん
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
こ

ま
め
に
更
新
し
て
い
き
ま

す
。

国
土
地
理
院
が
毎
年
公

表
し
て
い
る
「
全
国
都
道

府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
」

の
計
測
方
法
が
、
平
成
26

年
度
か
ら
、
よ
り
精
度
の

高
い
「
電
子
国
土
基
本
図
」

の
地
図
デ
ー
タ
を
用
い
る

方
法
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
新
面
積
値
へ
と

変
わ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
今
回
の
変
更
は

計
測
方
法
の
変
更
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
行
政
区
域

界
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

面
積
が
減
る
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
が
減
算
さ
れ

ま
す
が
、
前
回
よ
り
商
業

地
が
増
え
て
、
雑
居
地
が

減
る
の
で
、
地
方
交
付
税

は
、
約
１
万
６
千
円
ほ
ど

増
え
る
見
込
で
す
。
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